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超高齢社会における東京のあり方懇談会（第３回） 

平成 30 年４月 24日 

 

 

【森田計画担当課長】  失礼いたします。それでは、ただいまから第３回超高齢社会に

おける東京のあり方懇談会を開催いたします。本日は、皆様、大変ご多忙のところお集ま

りいただきまして、まことにありがとうございます。 

 初めに、配付資料の確認をさせていただきたいと思います。クリップでとめてある資料

が本体の資料でございまして、右肩、資料１から５までございます。ご確認いただければ

と思います。また、机上には、ほかに東京都の計画でございます「2020 年に向けた実行プ

ラン」と、本年１月下旬に発表しました「『３つのシティ』の実現に向けた政策の強化（平

成 30 年度版）」というものを配付させていただいております。ご確認をお願いいたします。

よろしいでしょうか。 

 それでは、次に、本日の委員の出欠状況でございますけれども、園田委員は所用により

ご欠席のご連絡をあらかじめいただいております。また、堀田委員につきましては、所用

で 30 分程度遅れてのご参加というふうにご連絡をいただいておりますので、よろしくお願

い申し上げます。 

 本日のゲストスピーカーとして３名の方にご出席をいただいておりますので、ご紹介を

させていただきます。 

 まず、認定ＮＰＯ法人 Teach For Japan 研修開発・教師支援マネージャー、山田育子様

でございます。 

【山田氏】  山田でございます。よろしくお願いいたします。 

【森田計画担当課長】  続きまして、ｓｅａｋ株式会社代表取締役、栗田紘様でござい

ます。 

【栗田氏】  栗田と申します。よろしくお願いします。 

【森田計画担当課長】  最後に、社会福祉法人福祉楽団理事長の飯田大輔様でございま

す。 

【飯田氏】  飯田です。よろしくお願いします。 

【森田計画担当課長】  この本懇談会でございますが、公開で行いますので、傍聴の方、

報道関係者の方も出席されていますこと、また、配付資料、議事録につきまして、後日ホ
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ームページで公開いたしますことを申し添えさせていただきます。 

 それでは、以降の議事進行につきまして、鈴木副座長にお願いしたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

【鈴木副座長】  よろしくお願いいたします。皆様、大変本日はお忙しい中お集まりい

ただきまして、本当にありがとうございます。超高齢化社会における東京のあり方懇談会

という堅苦しい名前がついておりますけれども、いろんな先進事例に学んで、これから何

というかオリンピックよりもっと向こうですね、将来にどういう政策をつくっていくべき

かということを考えている懇談会でございまして、今日は皆様方の非常に先端的な取組を

やられているお三方にお集まりいただきましたので、いろいろ学ばせていただこうという

ことでございますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、議事に入りたいと思います。最初に、認定ＮＰＯ法人 Teach For Japan研修

開発・教師支援マネージャーの山田育子様、どうぞよろしくお願いいたします。 

【山田氏】  皆様、こんにちは。私どもは Teach For Japan と申しまして、2010 年に立

ち上げ、それから 2013 年に大阪をはじめとする関西圏に、常勤講師として免許のない者に

もかかわらず、先生を派遣するという取組を行っているＮＰＯ法人でございます。 

 これは先生方が研修をしている様子ですとか、後ほども申し上げますけれども、学校に

赴任前に入りまして、研修をしたりなどの機会がございますので、そういった様子をあら

わした写真でございます。 

 今日私は、東京都で行っている取組も含めまして、当法人が行っている取組２つを、主

に皆様にご紹介差し上げたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 私ども Teach For Japan は、Teach For All という組織の下に集まりました 48 カ国のネ

ットワーク組織でもあります。私たちが 48カ国にまたがる法人の中で持つ共通のビジョン

が、「いつか、すべての子どもたちが素晴らしい教育を得られる機会を持てるように」とい

うものです。私たちは、ネットワーク同士学び合いながら、世界のさまざまな事例を、失

敗事例も成功事例ももとに、さまざまな取組を進めております。ビジョンとミッションを

共通のものとして、それから、右に書いてありますとおり、原則というような形で、枠組

みを同じものを持っているということになっています。特にそこの戦略的原則の下にあり

ます採用選考は、ＮＰＯ法人独自で行うという戦略的な原則があります。それから、先生

を送ることを２年間のフェローシッププログラムというふうに呼んでおります。先生を送

る３月の事前の研修、それから先生が送られた後も、２年間にわたるプログラムになって
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いますので、先生方が学び続ける仕組みとしての研修があります。それから、ちょっと支

援というと支えるように聞こえるものになっているんですけれども、支えるよりも先生方

を「学び合わせる」ような支援の仕組みを原則として、ＮＰＯ法人の中で持っています。 

 また、48カ国全てがこのような形で、２年間先生として、先生を送るという共通の枠組

み、システムを持っております。その中でリーダーシップを促進したり、数値的なインパ

クトを追求し、事例を共有したりというような形をとっております。 

 Teach For Japan は、先ほど申し上げたように、2013 年から先生方の赴任を始めていま

す。大変おこがましいんですけれども、「教室から社会を変える」というスローガンをもと

に、皆で力を合わせた取組を行っております。ビジョンとミッションも Teach For All の

ものに掲げまして、その下に書いております。 

 先ほどの事業といったようなものを簡単なモデル図にしたのが、このような形になりま

す。今、Teach For Japan は自治体と連携をしまして、フェローと呼ばれる先生たちの配

置を行っております。最初に受け入れてくださったのが奈良市の教育委員会様で、奈良市

と、あと大阪の泉佐野で最初送ることを始めたんですけれども、今は福岡の４市２町の教

育委員会との連携、それから、関東の埼玉県戸田市の教育委員会との連携によりまして、

２年間教師を送るという形の事業を行っております。 

 先ほど述べましたように、採用・選抜は当法人が独自に行うという形にさせていただい

ておりまして、その後の研修、それから支援を行っております。大体採用・選考というの

が非常に難しいところでもありまして、やはりすばらしい人材を獲得してきて、地域に役

立つような先生として送るということで、今、大体プレエントリーから 600程度のエント

リーシートを受けまして、その中から大体 10 名といったような形で、毎年赴任を続けてい

ます。 

 こんな形で平成 25年から始めて、今までに大体約 60 名の先生を各地に赴任させており

ます。 

 先生たちが共通に持つビジョンといったものを、この図で説明いたしたいと思うんです

けれども、２年間先生たちが赴任するに当たって、抜本的なインパクトを求めていこうと

いう話をいつもしております。それは、この日本においては、生活の質ですとか、機会と

か、選択肢とかといったようなものが、特に経済的な環境に左右されやすいというところ

は、皆様お感じになっているところがあると思います。そういったもともと経済的に裕福

なお子さん方が持っているような生活の質ですとか選択肢といったようなものを、私ども
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が活動するときは、マイルストーンといいますか、目標指標として、そういった子たちが

持っている選択肢とか機会をどうにか先生たちがリソースを活用することによって与えら

れないかということを２年間考え続けていきます。 

 私どもが赴任する地域のお子さんというのは、非常におこがましいんですけれども、就

学援助率が大体３割から４割といった形で、学用品に関しても援助を受けているお子さん

が多い地域に先生方を赴任させていっております。この緑の線なんですけれども、なかな

か自分の力では機会だとか選択肢が与えられにくいお子さんに対しまして、先生が２年間

かかわり続け、また、後ほど申し上げるんですけれども、地域の力なども巻き込むことに

よって、何とか子どもたちに選択肢や機会を多く与えることができないかというふうに取

り組んでいく取組であります。 

 ちょっと今、グレーの線を出したんですけれども、もちろん先生の頑張りで、２年間何

かしらいい結果があったなということもあります。しかしよく先生たちにも話しているん

ですけれども、２年間だけでないように、その地域の中でですとか、我々が取組を続ける

中で拡大できるような活動にしていこうということも、あわせて話しております。そのよ

うな形で、今まで関西各県、福岡、それから、今、関東、・埼玉県というような形で、先生

方を大体１年に 10 人ほど送っているという状況です。 

 先生方を送るときに、学習支援の取組を赴任前の非常に貴重な機会として多く設けてお

ります。これは実際の、昨年の夏に北区の中学校で学習支援をしたときのお写真になりま

す。このような形で、先生方が非常に親身になって、子どもたちのそばで教えるというの

が、我々の取り組んでいる学習支援の大きな目玉かなというふうに思います。学習支援プ

ログラムは、東京都北区というふうに申し上げたように、市区町村の教育委員会様との連

携によりまして、学生、社会人の教員予定者等に、一、二週間の学習支援に従事していた

だくプログラムを、夏ですとか春ですとかに組んでおります。 

 このとき非常に重視しているのは、学習と、あと学習への姿勢だとかキャリアといった

ようなものを子どもたちに、社会人をやっている者も多かったりしますので、あと学生な

んかは自分が進んだ高校進学ですとか大学進学ですとか、そういった進路についてもさま

ざまな積極的なコミュニケーションを行うようにしております。そのことで、勉強がわか

るだけでなくて、以前よりも生活そのものが楽しいと思うことが増えたというようなこと

だったりとか、あと将来について希望を持てたみたいなことも聞いております。そういっ

た先生との直接的な触れ合いですとか、学校にいる先生だけではない大人との触れ合いと
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いったようなことが、生徒さんの学習への姿勢も育む機会となっていることを実感してお

ります。 

 昨年はとてもうれしいことが起こりまして、中学校１年生から３年生まで参加をしてく

ださっているんですけれども、参加者の満足度が 100％というようなアンケート結果も得

ることができまして、先生たちも非常にこんな機会を得てよかったなということで、それ

こそ来春から先生になるんだけれども、このような学習を生徒に届けたいという実感を持

って赴任をするということにもなっております。このような学習支援プログラムを、東京

都をはじめ各県で実施をさせていただいております。 

 このような形で、非常に近い距離で生徒さんと接することによって、ちょっとプログラ

ム的なものではあるんですけれども、教育の個別化といったようなところにも、ＮＰＯの

力で対応できるようにというふうに思っております。 

 次、２つ目の取組ということで、当法人の紹介をいたしますのは、先ほどから申し上げ

ている、先生を赴任させていただくというプログラムになっています。これは主に福岡で

の取組の写真にはなってしまうんですけれども、皆さんに何か参考になればということで

お話をさせていただきます。 

 そもそもフェローシッププログラムという、２年間常勤講師として先生を赴任させると

いうプログラムを、我々ＮＰＯ法人として展開をしております。初任者教員としての２年

間、我々の持つ研修、それから支援といったようなものを駆使しまして、それぞれの地域

で赴任をしていきます。一番最後のポチに書いてあるんですけれども、ご自身の社会人経

験だったりとか、あと Teach For Japan の持つリソースだったり、あと先ほども一番最初

に申し上げた、48カ国の Teach For Allのリソースをさまざま活用して、地域ですとか地

方における教育の活性化といったようなものにもチャレンジしております。 

 その後、２年間終えた後、この人たちどうなるのということが皆さん気になると思うん

ですけれども、７割は教育の道、教員へということで残って、学校現場で活躍してまいり

ます。あとの３割がＮＰＯの中で、当方で活躍したりですとか、ほかのＮＰＯ法人様で活

躍している事例もあったり、あと地域セクターといったようなところにも進まれている者

もおりまして、次のキャリアということで、教育への課題感、それから先ほど申し上げた

ように、就学援助率が３割、４割といったような厳しいお子さんに向き合った２年間とな

りますので、そういった子どもの問題解決、教育の問題解決、どういった方向からしてい

こうかという思いを持って、次のキャリアへ進むということになります。 



 -6- 

 我々が送っていって、２年間でさまざまな取組を地域で頑張ってくれておりまして、２つ

ちょっとした事例というか、ご紹介を差し上げます。 

 まず１つが、「100 人のおとな」ということで、これはもしかしたら現場の、うちのフェ

ローじゃなくて、ほかの先生もさまざまできるんじゃないかなとは思うんですけれども、

いろいろな職業に就くご友人からのインタビューというのを動画にさまざま撮りまして、

それを例えば国語の授業だったら、聞き取りの訓練にそういったインタビューを活用した

りですとか、あとは総合的な学習の時間の中で、実際に子どもたちがインタビューをして

みるといったような授業に取り組んだり、もちろん学校の中での理解が必要ではある取組

ではあるんですけれども、そのような形で、子どもの将来にインスピレーションを与える

ような授業というのを工夫して取り組んでいる事例がございます。先ほど言ったように、

聞く力、言語表現が向上できたということで、アンケートですとか、さまざまなテスト結

果からその結果も見えております。 

 あともう一つが、福岡で行った事例でして、Young Americans という、２日間で子ども

たちが自分の発表ができるぐらい集中的にダンスを行うというようなプログラムがありま

す。それを通して子どもたちが、自分でもこんなにちゃんとやればと言ったら語弊がある

かもしれないんですけれども、集中してやったらできるんだというようなダンスの取組を

行いまして、表現力の向上がみられました。あとこれ、地域のご活躍なくしては絶対でき

なかったってその教員が申し上げていたんですけれども、地域の方 30 世帯に、40 人のア

メリカ人スタッフのホームステイに協力をしていただいて、その２日間をつくり上げたよ

うな事例がございました。このようなプログラムを福岡で、飯塚市というところなんです

けれども、なかなかリソースが少なかったり、教員含めさまざまなリソースが福岡市に集

中していったりという中で、こういったことを学校で取り組めたというような事例をつく

るに至っております。 

 次にご紹介するのも福岡の事例が多くあるんですけれども、３つございまして、地域の

方々と一緒に、じゃあどのように子どもたちに本当にすばらしい教育を届けるのかという

ことを一緒に考えたり、一緒に実行したりということを実際にやっていっています。 

 １つが、そこに書いている Jolly Phonics という研修プログラムを、子どもたちの現状

を見まして、イギリスから先生を連れてきてオンラインで実施をするということを、福岡

県の飯塚と田川市、田川郡というところがあるんですけれども、そこで実施をさせていた

だきました。Jolly Phonics は、すごく簡単に言ってしまうと、皆さん小学校３年生ぐら
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いでローマ字を勉強されるかと思うんですけれども、Jolly Phonics は英語のあいうえお

というふうに呼ばれておりまして、小学校１年生が平仮名を習うときに、「あ」からやらな

いで、「つ」と「く」と「し」と、１画から始めて簡単なものから学ぶというのを、英語の

音で実施できるのが Jolly Phonicsです。ここにＳが書いてあるんですけれども、英語の

音で最も使う音ってＳだったりするんですね。Ｓのときに、じゃあどういう音がするのか

というので、スーというような、音と文字とを一番使う頻度が高い順に学ぶことができる

というのが Jolly Phonics プログラムで、このプログラムを先生方が身につけられるよう

に実施をしていった、オンラインの研修というのを組むことができました。非常に先生方

にも好評で、こういったことを知らなかったというようなところも含めまして、Teach For 

Japan の先生が来てくれたからこそ、このような研修に結びつけられたということを、非

常に僣越なんですけれども言っていただけて、非常にありがたかったなと思っております。 

 次の３Ｅイベントというものは、小学校教員ですとか、地域で英語を教えている方を対

象に、Jolly Phonics だけでなくて英語の教授法というのを、さまざまうちの先生が地域

で勉強会を実施しています。あと、この３Ｅとか Jolly Phonics の中心になったような先

生が、教員という字の下にいる先生なんですけれども、岡本先生という先生です。非常に

こういう地域をよくしようと頑張ってくれているので、応援してあげようということで、

ご老人会がお集まりいただきまして、地域の教員力向上に取り組む先生を、地域の方たち

が本当に励ましてくださっていて、岡本先生もやる気になって、もっと地域のためにでき

ないかなということで、よりこれから２年目を過ごしています。彼女のように頑張ってい

るという現状がありますので、皆様にもぜひ共有したいと思いまして、最後の事例に持っ

てきました。 

 このような形で、特に２年間と限定だからというところもあるかもしれないんですけれ

ども、地域理解ですとか、つながりですとか、それから、地域コミュニティといったよう

なものをさまざま活用しながら教育を続けていくことというのを、非常に我々も重要に思

っております。 

 このような事例が、さまざまなところでできればというふうにも思っておりまして、ま

た東京でもどのように活用いただけるかなというふうに思う部分もあるんですけれども、

皆様の何か示唆になればということでご紹介をさせていただきました。 

【鈴木副座長】  ありがとうございました。それで、今日の段取りとしましては、最後

にディスカッションするというようなことがいつもどおりだとそうなんですけれども、結



 -8- 

構違うテーマのご発表をいただくものですから、ちょっとこの段階でいろいろご質問とか

いただいて、最後ちょっとディスカッションできればと思っております。 

 じゃ、何かおありの方は、いかがでございましょうか。 

【中村委員】  中村です。どうも大変興味深いご発表を聞かせていただいてありがとう

ございました。おっしゃるとおり２年間、外から入るということで、インパクトがあるん

じゃないかと思いました。すぐそっちが心配になるたちなんですが、どういう形でこのＮ

ＰＯ法人は、経済的に回っているんでしょうか。 

【山田氏】  ありがとうございます。ちょっと団体に関する資料がなかなかないんです

けれども、基本的には全て寄附型ということでＮＰＯ運営をさせていただいております。

寄附といいましても、内訳に関しては、特に外資系の企業からの助成金というのが多くな

っているというふうにお考えいただければと。横文字の団体ということもありまして、外

資系の企業との親和性が非常に高く、大体 8,000 万ぐらいで年度の運営をしているんです

けれども、そのうちの三、四割というのは、外資系企業からのご寄付をいただく形になっ

ています。 

【黒川座長】  これはそろそろ設立 30 年になりますが、ウェンディ・コップさんが始め

た教育ＮＰＯプログラム「Teach For America」 （https://goo.gl/Fpjwx6）の日本版です。

彼女はプリンストン大学で素晴らしい教育の機会を得た、その意識から恵まれない環境の

子供たちへの教育を在学中に研究し、卒業してこの教育ＮＰＯを立ち上げた。10年前には

米国の有数トップ大学の卒業生が、卒業して初めて就きたい仕事のトップ 10 に入りました。

このことを私は自分のブログで 2008 年に紹介（https://goo.gl/AwUP3y）しました。寄付

文化が根づいている米国でも、新しい試みでしたので、一時は失敗しかかりそうにもなっ

たようです。このＮＰＯの背景には、彼女自身が、それほど恵まれた環境で育ったわけで

もなかった、でもプリンストン大に進学できて素晴らしい教育を受けることができた、と

いう実体験から、「恩返し」という社会的目覚めになっているといった背景があったようで

す。 

このプログラムは、大学卒業してはじめの２年間を、恵まれない地域の公立学校の先生

をする、というものです。そして、このような実体験が、エリート大学卒業生の将来キャ

リアでの社会のリーダーとして大事な資質である、という意識があったようです。初めは

企業などの寄付金によって支えられていたようですが、時間はかかりましたが一部に公的

財源も入るようになったようです。二、三年前ですが、このＮＰＯは米国エリート大学生

https://goo.gl/Fpjwx6
https://goo.gl/AwUP3y
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が卒業してはじめて就きたい仕事のトップにランクされています。 

日本と違って、米国は新卒・就職とは限らない社会のキャリアである、とはいってもす

ごいことと思います。一流企業に就職が内定していても、「ＴＦＡに２年間いけることにな

った」、と伝えると、多くの企業は「是非、行ってきなさい、その後で来てくれればいいよ」

という対応になってきているようです。企業にとっても、将来の幹部候補生にはこのよう

な体験が将来のリーダーとして大切であるという認識があるからとのようです。日本企業

とは大きな違いです。 

もうそろそろ 10 年近くになるでしょうか、この「日本版ＴＦＡ（ＴＦＪですが）」を立

ち上げようと頑張っている松田くんを見つけ、応援してきました。彼は子供の頃は学校で

いじめを受け、大学で教育を専攻、学校の先生の体験、社会人も体験、そしてハーバード

大学の教育大学院に留学、そのはじめのセミナーでこのウェンディ・コップさんに出会い、

TFA を知り大感激、帰国後この立ち上げに奔走していたのです。数年後に立ち上がり、そ

れぞれ数か月ほどの体験ですが、その恵まれない地域の公立の学校に派遣された若者たち

の報告会でそれぞれの体験を聞く機会がありましたが、まさにすごい苦闘と、乗り越えて

きた感動モノの連続でした。難しい問題がいくつもありますがこの数年で松田くんたちの

努力がそれなりの評価を得るようになっていますが、まだ新卒・就職の常識などの制度と

認識などがあって、日本で広がるにはまだまだいくつものハードルがあるでしょう。 

このＮＰＯもまだまだ苦戦していますが、このような高いこころざしを持った若者たち

に、東京都の中でも恵まれない地域の公立学校にも参加する機会を与えることで、現場の

先生から学び、先生たちの支援になり、社会を変えるリーダーになれる、そして恵まれな

い地域での生徒、家族、そして高齢化する地域社会の「つなぎ役」になれる。東京都はこ

のようなモデルを広く地方都市、また世界に提示することにもなれると思います。 

【林委員】  ちなみにこの取組と、超高齢化社会の中でどうつながってくるというビジ

ョンが黒川先生の中であるのか、教えてもらえると。 

【黒川座長】  地域の公教育にこのような意識の若者たちを受け入れて行く制度を、若

い時のキャリア選択肢の１つとして繰り入れることは大事だ、ということです。受け入れ

る学校の先生たちの評価も、地域社会での子供たちと家族の評判もなかなかいいのです。

東京でも貧困地域はあるし、そこの公的学校も高齢化した地域社会のつなぎ役になれると

いうことです。だからこそＴＦＡのような教育ＮＰＯが、今では世界に広がっているとい

う話です。今では 60か国ぐらいとか…。 
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【山田氏】  48。 

【鈴木副座長】  超高齢化社会なので、高齢化だけというようなイメージがあるかと思

うんですけれども、というよりは、やっぱり高齢化社会になっていって、コミュニティが

高齢者ばかりになるわけですよね。そうすると、やっぱり貧困の問題も起きますし、子ど

もが少ないという問題も起きるので、同時にサスティナブルなコミュニティにするために

どうするか。どうしてもやっぱりしんどい地域にはしんどい子どもたちが集まるので、そ

こをどうするかというのも１つの課題であるというような位置づけだと思うんですけれど

も。 

 ちょっと私も座長というか、副座長なんですけれども、質問させていただきたいと思う

んですけれども、ちょっとぱっと聞いたときに、初めよくわからなかったのは、現状でど

ういう問題が教育現場にあって、何を解決しようとしているのかというのが、最初わから

なくて。非常にいい取組なんですけれども、なぜ既存の教育現場じゃないところでこうい

うことをやらなきゃいけないのかというのが、私が最初に疑問に思ったところなんです。 

 黒川先生がおっしゃって、これは海外の取組から来たんだというところで、要するに教

育現場にいないタイプのトップ人材みたいなのが、社会と教育現場に入っていって、いろ

んな課題解決をしたりするというところに、１つ面白いところがあるのかなと思ったんで

すけれども。やっぱり行政みたいなことをやっていると、何に落とし込めるのかなと。つ

まり、ジャンルとしてですね。例えば、既存の教育現場でもいろいろな課題があって、例

えばこの取組から出てくるキーワードとしては、リカレント教育という、教師たちがずっ

と教育していると、だんだん新しい知識がなくなってくるものですから、そういうリカレ

ント教育という面があるのかなとか、あるいは、困難地域に行っていろいろやるというこ

とになると、スクールソーシャルワークとか、あるいは要対協というのがあるんですけれ

ども、ちょっと福祉と教育現場とつなぐようなネットワークがあるんですけど、要対協の

取組の一環と解釈できるのかなとか、あるいは、放課後教育で非常に先端的な取組をする

とか、Jolly Phonics みたいな、遠隔教育みたいな話になるのかなとか。あるいは、全く

教師を派遣するということになるので、ちょっとチャータースクール的な面があるのかな

とか、何かいろいろなキーワードが入ってくるんですけど、やっぱり依然として釈然とし

ないのは、そういうものをやろうという行政のときもあるわけですけれども、何かが足り

ないのでこういうものが必要だと。 

 ごめんなさい、どう質問していいのかわからないですけど、質問としては、つまりこれ
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をやることによって、どういう効果があったのか。つまり、既存の現場でできない、既存

の取組ではできないどういう課題が見えてきたのかとかいうことを、ちょっともしあれば

お話しいただければと思うんですけれども。 

【中村委員】  関連質問です。教育委員会と連携してとか、教育委員会と提携してとい

うことですが、教育委員会はどういう位置づけで皆さんを受け入れているのでしょうか。

代用教員的に受け入れているのか、正規の職員として派遣するというのは、教育委員会の

メンバーとして受け入れているのか、個別の学校の教員として受け入れているのか、そこ

の扱いを教えていただくと、少しイメージが湧くんですけれども。 

【山田氏】  ありがとうございます。我々の先生は、２年間常勤講師という扱いで、い

わゆる教諭といって、採用試験を受けて任用されている人よりももっとテンポラリーな感

じの講師と呼ばれる職に就いています。講師は１年間の年間契約です。いわゆる企業でい

う契約社員みたいな形で、学校の中で教師としているという枠組みで、教育委員会様とは

連携をしています。教育委員会の雇用というか、雇用自体は自治体になりますので、先生

方のお給与というのは、自治体から出ています。 

【鈴木副座長】  特別任用の教師みたいな感じになるんですかね。教員資格は持ってい

ないわけですよね。 

【山田氏】  全員が持っていないわけではなくて、持っていない方には、自治体と連携

をして、３年間の臨時免許を発行していただく形で赴任をしております。 

 その中で１人だけずば抜けた成果を、ちょっと今回は出さなかったんですけれども、飯

塚に行った教師はずば抜けた成果を出したので、10年間の特別免許を出していただいてい

る者もいます。 

 鈴木先生のご質問に戻りまして、そもそもじゃあ私たち、どうしてというようなところ

なんですけれども、２つありまして、貧困とコレクティブリーダーシップという、この２つ

がキーワードになるかなというふうに思います。貧困に関しては、黒川先生にご説明いた

だいたように、やはり経済的に厳しい地域にいるお子さんは、先ほども申したように、教

育的な環境というのも厳しいということを受けて、ある意味リソースを活用できるような

人たちを送っていくというのが、我々の団体の価値です。非常におこがましいんですけれ

ども、現場で見ている教育の課題というのは、なかなか新しいこととか、面白いこととい

うのを、先生が学校で取り組もうとしたときに、やっぱり先生が多忙であったりとか、何

をやればいいのかみたいなアイデアが浮かぶこともリソース的に難しいというのはあるな
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というふうに思いまして、そういったところにアイデアを持っていける先生たちを送る。 

 実は選考も、結構我々、先ほど言った 600人から 10 人みたいに絞る段階で、かなり学校

現場で本当に何をやりたいのというのをものすごく突き詰める選考をするんですね。やり

たいものをある程度イメージして送って、それが実際、もちろん地域に合うかとか、子ど

もたちにとってそれが本当に意味があるのかとか、そういうことをもちろん地域の方々と

か学校とかと連携しながらなんですけれども、やっていけることが、やっぱり我々の価値

であったり、今、学校でできない部分というと、すごく先生たちができないというよりは、

やっぱり先生たちにとってはいろいろ手かせ足かせになるようなものがあってできないと

いうのもすごく感じていまして、それをある意味取っ払った存在として、うちの先生たち

がいけるというようなところがあります。それを Teach For Japan では、コレクティブリ

ーダーシップと呼んでいまして、ただ単にその人が１人で何かをするというのではなくて、

さまざまな地域のリソースだったり、我々のようなＮＰＯ法人のリソースだったり、そう

いったものを活用できるというところがあるかなというふうに思います。 

【鈴木副座長】  なるほど。 

【黒川座長】  だからコミュニティで、学校の先生もすごく苦労している。恵まれない

人とか、不登校児が多いわけだから。だから、教師の免許という話は後付けで、ここまで

頑張って来たので教育委員会が「仮」にとしても対応しているわけです。最初に陳情して

もなかなか動かない。やっぱり実例でいくと動くところが出てきた。先生がすごく助かる。

社会もつながるし、それからお年寄り、そういうところに循環する、こういう社会になっ

てくるんだな、という話です。 

 つまり、恵まれた教育を受けた人が、恵まれないところに行ってみようという話が、や

っぱり一石三鳥も四鳥もあるような効果を生み出しているというのが、Teach For Japan

の、ウェンディ・コップのミッションだった。それが世界中に広がる。貧困は世界中の共

通の課題、東京都にもあるし、周りの人たちはみんなお年寄りで、お父さん、お母さんも

忙しくて構ってられないというところに重点的に派遣する。みんな苦労しているけど、や

っぱりこのインパクトは大きい、だから世界中に広がっているなと。 

【鈴木副座長】  なるほど。ほかにコメントとかございますか。 

 すみません、私しゃべって申しわけないんですけれども、何というか、ようやく理解で

きたんですけれども。これは非常に社会的意義があると思いますね。というのは、それぞ

れのコミュニティ、私は大阪の西成区のあいりん地区というところの改革をずっと４年ぐ
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らいやっていたんですけれども。なので、すごくお話はわかるんですね。 

 多分いろんな形の取組があって、例えば西成なんかは何をやっているかというと、確か

におっしゃるとおりで、学校現場では解決できないんです。大体家の問題ですからね。教

育に出てきたところだけで問題解決にならないので、やっぱり家に入ったりとか、周りの

環境に入り込んで問題解決をしなきゃいけないんですが、それは学校先生にはとてもでき

なくて、スクールソーシャルワーカーを配置しているんですけれども、それでもだめなん

ですね。基本的にだめなんですね。どこがやっているかというと、大阪の場合はちょっと

特殊で、子どもの家授業というのがありまして、放課後教育をやっている人たちが、非常

に縦割りなんですけれども、ほかの領域にはみ出て、ＮＰＯみたいなのが学校にも介入し

て、その家のソーシャルワークみたいなことも介入してというようなことをやって、コミ

ュニティでみんなを助けるみたいな。一種のシェルターみたいなこともやっているという

ような、組み合わせでＮＰＯなんかが頑張っているんですけれども、それが１つの形態な

んですけれども。 

 それもかなり特殊なんですけれども、これもそういうような、要するに縦割りというか、

教育と福祉といろいろなものがうまく連携できていないものを、ある意味こういう形で連

携して、地域の問題の取組と教育の現場の取組というのを結びつけているというような、

何か横串刺すというようなものの一環としてこういうものが必要だと。それはすごく納得

感がありましたね。すみません、何か感想みたいな話で。 

 ということで、どうもありがとうございました。またちょっと後でディスカッションで

きればと思います。 

 それでは、お二人目のスピーカーでいらっしゃいまして、ｓｅａｋ株式会社の栗田様、

どうぞよろしくお願いいたします。 

【栗田氏】  改めて栗田と申します。よろしくお願いします。 

 ちょっとスライドを結構せかせか動かしていくので、もしよろしければスクリーンのほ

うをごらんになっていただきながら、お話を聞いていただければありがたいです。 

 ＬＥＡＰという農業の仕組みをやっている栗田と申します。ちょっと簡単に自己紹介か

ら入らさせていただきますと、私は大学は東京工業大学で情報工学の研究をしていました。

卒業した後に、電通という広告代理店でテレビの仕事をどっぷりとやっていまして、７年

半ほど勤めて、電動車椅子の新しい形として、ＷＨＩＬＬというものづくりベンチャーの

立ち上げをサポートして、ちょうど３年前に神奈川県藤沢市で農業を始めました。見てい
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ただいたとおり、農業の経験とかバックグラウンドは全くない中で、実家も農家ではない

ので、いわゆる非農家の新規参入者という形で農業を始めることになりました。 

 そのときに藤沢市でお借りした農地がこういう状態になっていまして、木が生えている

状態だったんですけれども、ここしかないですけどいいですかということで、いたし方な

く「はい」と答えて、自分で最初は伐採、伐根をしまして、安定的に育てたいのでビニー

ルハウスも最初は自分たちで建設をしまして、ちょっとこれは二度とやりたくないぐらい

大変だったんですけれども、そこで念願かなって栽培をスタートしました。全然うまくい

かなくて、最初野菜が１つもとれないというような悪戦苦闘の経緯を経て栽培を進化させ

てきたと、こういった経緯があります。 

 実は農業をずっと従事していく中で、藤沢市のほかの新規で参入した方であるとか、全

国津々浦々の新規参入者の方々とお会いする機会も増えてくるんですけれども、そこで僕

らだけではなくてみんな、全国津々浦々の新規参入者が同じような課題にぶち当たって、

それぞれが同時並行で苦労しながら課題を解決しているということが見えてきました。そ

の中で僕らとしては幸いながら、ゆる野菜というちょっと変わったブランドをつけさせて

いただいて、こういった百貨店の地下にある高級スーパーさんで野菜を売らせていただく

ことになりました。非農家の新規参入者が、先ほど来の耕作放棄地から試行錯誤して高級

野菜をつくれるまでに至った、その試行錯誤のプロセスみたいなものを、仮に農業未経験

者であっても、誰でもいきなり、そして簡単にそういった野菜を育てられる仕組みとして

再構築をして、これから農業を始めたい人に、１人でも多く提供していきたいと思うよう

になっていきました。その仕組みを、今、わかりやすくＬＥＡＰという名前をつけていま

す。 

 ＬＥＡＰは、場所を確保するところから提供していきますというのが１つのポイントに

なっています。農業を始めたい人は、まずＬＥＡＰに登録をしてもらいます。その裏で、

ＬＥＡＰとして、神奈川県藤沢市から法人として正式に認定新規就農者という、いわゆる

お墨付きをいただいていまして、優先的に農地をどんどん斡旋してもらえる立場になって

います。そこを賃貸で農地を確保できたら、すぐに登録ユーザーに農地が確保できました

ということで耕作を委託して、いきなり農業に従事することができると。これがＬＥＡＰ

が提供できる１つ目の価値になっています。 

 先ほどのハウスの話もありましたけれども、我々の共同創業者が、全国のビニールハウ

ス職人のもとで修行を行ってきていまして、ＬＥＡＰ独自の規格ですね、600 平米のビニ
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ールハウスというものを構築できるようになっています。部材の選定とか調達とか、職人

さんと直接コミュニケーションをとるみたいなことによって、既存のいわゆる一般的な農

協さんにお見積もりをとるということよりも 45％安い価格でビニールハウスを構築でき

るようになっています。つまり、初期費用の負担をぐっと圧縮するというのがＬＥＡＰの

２つ目の価値になっています。 

 そして、実際に用意した環境で栽培をしていくに当たって２つ、袋栽培と肥培管理、肥

培管理は水や肥料の設計になるんですけれども、この２つを用いて、既存の農業と比べて

単位面積当たりの収穫量を 2.4倍まで持っていくという経済指標、いわゆるＫＰＩを内部

で設定をしています。これは釈迦に説法かもしれないんですけれども、栽培のパフォーマ

ンスは、やっぱり土に大きく依存をしていまして、それで弊社では、土壌学研究の博士号

を取得しているタジキスタン人の最高開発責任者がいまして、彼が中心になって土の最適

な構成ですね。物性・理化学性という言い方をしていますけれども、これの最適化を行っ

ています。つまり、独自に土をつくっています。畑の土を一切使わないで、独自の土を袋

に入れて、そこの真ん中に苗を入れるという、袋栽培という形をとっています。 

 これ、右側のほうが実際のビニールハウスの中の写真になるんですけれども、ビニール

ハウスの中は全面防草シートが敷かれた状態になっています。これによって、仮に確保し

た農地が、先ほどのような耕作放棄地で土が全然つくられていない、だめだという状況で

あっても、いきなりいい環境で、かつ誰でも均一な環境で栽培がスタートできるという大

きなメリットがあります。 

 当然土の中にも肥料が入っているんですけれども、追加で水と肥料を溶かした溶液を打

っていくという形になります。その溶液をどういうふうにつくっていくのか、その溶液を

何時から何分間隔で袋に打っていくのかということも、全部厳密にレシピで決めています。

なので登録ユーザー、農業をやってくれる人とすれば、そのレシピどおりに溶液をつくっ

て、そのレシピどおりに水やり装置のタイマーを設定すると、たったこれだけでオーケー

な、非常にシンプルな肥培管理の体系になっています。 

 もともとトマトから育ててきたノウハウを、今、果菜類を中心に、トマト、大きいの、

中くらいの、ミニトマト、ズッキーニ、ナス、イチゴ、キュウリという形で、果菜類を中

心にどんどん横展開を既に進めていて、これらの野菜を既に実際に出荷・販売をしている

ような野菜になっています。今後もどんどん取り扱いできる品目を横に広げていくという

ステータスになっています。 
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 最後、販売のところなんですけれども、先ほどのような高級スーパーさんだけでも、実

は 100店舗以上買わせてほしいとおっしゃっていただいている方々がいらっしゃって、ダ

イレクトな販売ネットワークというのは、既に僕らは構築できています。朝畑でとれた野

菜を昼までには店舗に納品して陳列してもらうという、いわゆる朝採れ野菜の出荷体制を

仕組み化しておりまして、そういった付加価値を非常に販路の方にはご評価いただいてい

る。これによって、既存の農協さんの市場に出して出荷をしていくということと比べて、

２倍ぐらいの手取りの単価も、これまたＫＰＩとして設定しているという形になります。 

 以上のような農業を始めていくに当たって、ビニールハウスを建てたり、苗とか土も外

から持ってくるという話になりますので、最大 600平米というのが１つの僕らのユニット

と呼んでいるんですけれども、始めるのに最大 1,000万円ぐらい初期費用が必要であると、

こういう試算になってしまっています。例えば、若くして農業を始めたいという人が、こ

れを貯金で用意するというのは全然無理な話だと思っていまして、金融機関と正式に連携

をすることで、いわゆるＬＥＡＰ独自のローンみたいなものを金融機関につくってもらっ

ています。自己資金は不要で、かつ低利率のファイナンスメニューになります。 

 金融機関側からすれば、既存の農業の経営に比べたら、かなりボラタリティが少ない経

営になるので、言ってしまえばデフォルトリスクというか、焦げつくことが非常にリスク

として少ないので、こういった僕らから見ればいい条件を提供しても、金融機関としても

メリットがあるのではなかろうかと。具体的に申し上げると、東京都の第一勧業信用組合

さんと既にコミュニティローンという形で既につくっていただいていて、いつでも始めら

れますよとおっしゃっていただいているという状況になっています。 

 以上の、農地を見つけますよ、施設をいいものを建てますよ、栽培のノウハウと使う資

材を提供しますよ、販売先見つけますと。必要であれば資金も斡旋しますよという、この

５つのステップ、価値を丸ごとパッケージにして新しく農業を始める人に対して提供して

いくと、こういったビジネスモデルを僕らは組んでいます。それをフランチャイズモデル

という呼び方で、提供する側を本部、される側をＦＣ、いわゆるフランチャイジーという

呼び方で、この２つのプレーヤーでＬＥＡＰの仕組みを動かしていくという形になってい

ます。キャッシュポイントとしては、各ステップにお金の動きがありますので、そのトラ

ンザクションに対して一律 15％だけ手数料をかけさせてくださいねと、こういったモデル

になっています。 

 フランチャイズモデルを実現していくに当たっては、いろんな人がいろんなところで同
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時並行でうまくいくようにする必要がありますので、プラットフォーム、いわゆるシステ

ムも独自につくっています。そもそもの作業のやり方を予習、確認ができるようなレベル

のプラットフォーム。それでもやはり苗に何か異変とかトラブルが起きてきますので、す

ぐに写真を撮ったりしながらチャットで相談できるようなアプリのプラットフォーム。基

本的にビニールハウスにはセンサーボックスをぶら下げていますので、そのセンサーでビ

ニールハウスがどういう状況になっているのか、温度、湿度、あらゆるパラメータをリア

ルタイムで手元で確認ができるようなセンサーのプラットフォーム。そして、ご存じかも

しれませんけれども、グローバルＧＡＰで生産管理の認証システムがあるんですけれども、

これで食品の生産における食品安全、労働安全、環境安全という大きく３つの安全リスク

を最小化していくための生産管理の仕組みですね。これら４つの仕組みを全部自社で内製

をしています。 

 これをＦＣメンバーに使ってもらうことによって、誰がどこで、何をどういう状態でつ

くっているのかということを、全ての農業のバリューチェーンにおいてデータがとれるよ

うになっていきます。そのデータを１回本部として吸い上げて、そのデータがいいのか悪

いのか、このデータがこうだったらこうなってしまったということを学習して、最適化を

していきます。使ってもらっているノウハウをナレッジに改善する必要があれば、再度ア

ップデートしたナレッジをＦＣメンバーのみんなに提供していると。これは実は、エリア

とか品目を超えても、再利用できるようなナレッジというのは結構いっぱいありまして、

これをエリア、品目を超えて再利用できるようなナレッジとして投げ込んでいくという仕

組みになっています。 

 今、ＬＥＡＰが構築してきたノウハウを活用して、こういった若者、新卒で農業経験が

ない子たちが、トマトとかキュウリとかナスを実際に育ててみた結果、既存の優秀な農家

が目指すべき経済指標というのは、各自治体がＫＰＩとしてつくっているんですけれども、

それに対して収穫量、単価ともにこういった状況で既に上振れをしている状況になります。

先ほど申し上げた 2.4 倍であるとか２倍というところの単価に届いていない部分も一部あ

りますので、今、そこを磨き上げていくという最終段階に入っているところになります。 

 ちょっとこれ、またつつましやかな数字になるんですけれども、ＦＣメンバーから見た

ときのＫＰＩの目標というのはこういう数字になっていまして、例えば 600平米のビニー

ルハウスでミニトマトを１年間育てると、大体年間の手取りが 300万円ちょっとぐらいに

なります。これは先ほどの返済資金なんかも全部コストに入っていますので、丸々の手取
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りということになります。600 平米というのは既存の農業と比べたら大分狭い面積になり

ますので、大体労働時間は 1,500 時間ぐらいになりますので、時給換算でいくとこれぐら

いの数字になるということなので、理論的にいけば、この時給よりも安い価格で人員を採

用すれば、永遠に強化、拡大ができるといった形になっています。 

 フランチャイズモデルと申し上げつつ、今実は全員自社の社員で、自社の設備で、いわ

ゆる直営体制という呼び方をしていますけれども、徹底的に研究開発を進めています。ち

ょうど来年、2019 年から本格的にフランチャイズモデルを一気にスタートさせていくと、

こういったロードマップになっています。そのフランチャイズモデルを一気に進めていく

に当たって、神奈川県藤沢市でこぢんまりとやっていてもある種仕方がないので、この春

から、長野県の軽井沢町で正式に農地を借り受けていまして、実際に離れた場所で、何が

違うのか、うまくいかないのかというところのいわゆるバグ出しも進めています。 

 先ほど申し上げたように、外国人も既にいまして、僕も社内のコミュニケーションは半

分ぐらい英語になっているんですけれども、国内だけではなくて当然に海外、特にアジア

を中心に僕らの仕組みを出していくということを前提にいろんなことを考えています。そ

のために、海外にビニールハウスをどんなに安く建てるといっても、やっぱり高いという

ことになってきますので、露地という言い方をするんですけれども、ビニールハウスでは

なくて、野ざらしの状態で袋栽培を適用していくと、どれぐらいまでＫＰＩをストレッチ

していけるかというところの検証も、今本格化しています。先ほどご説明したズッキーニ

とかというのは、露地でいきなりやっていて、かなりのＫＰＩの達成率まできているとい

う状況になっています。 

 これらの仕組みを、チームとしては、ファームサイド、農場に、現場にいる人たちが中

心プレーヤーなんですけれども、その裏でビジネスサイド、僕とか、先ほどのエンジニア

みたいな人たちが支えているという、ファームとビジネスの両輪がまず効いているという

形になっています。ファーム側には、ノウハウをそもそもつくっていく、及びそれを指導

していくという本部メンバーと、そのつくられたノウハウをシンプルに実行して、収益を

どんどん上げていってもらうというＦＣメンバーと、つまり、開発、指導と実行との両輪、

ファームとビジネスの両輪という、この２つの軸が、１つの農業集団の中にいるというの

が、既存の農業ベンチャーさんとか農業法人とかにはない、結構希有なポイントであり、

僕らの競争優位性かなと思っています。 

 ちょっとこれはマクロの話になるんですけれども、僕らはどういう問題意識でやってい
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るかということでいくと、エリアが違ったり、品目が違ったり、あるいは農家さんが違う

ということだけで、そこに積み上げられたノウハウとか経験とか情報というのは完全に縦

に分断されているという、これが情報の非対称性という呼び方をしていますけれども、こ

れが非常に強い産業というのが既存の農業であるというふうに僕らは理解しています。こ

れをＬＥＡＰという１つのネットワークプラットフォームを下に敷くことによって、先ほ

ど申し上げたように、エリアが違ったり品目が違ったり、あるいは僕らの言葉で言うとＦ

Ｃメンバーが違ったりしても、データとノウハウをリアルタイムに全員で共有しています

ので、ネットワーク化されて、自律分散型の農業を実現できるという、こういった新しい

農業の形を再定義していくというのが、僕らのＬＥＡＰがやっている裏のミッションにな

っています。 

 以上がＬＥＡＰの概要になるんですけれども、今回お邪魔させていただくに当たって、

超高齢化社会の東京というものに対して、ＬＥＡＰというものが、委員の方々が今まで議

論されてきた文脈に沿ってどういう貢献ができるかということをちょっと考えたので、ス

ライドにまとめています。 

 クリーンでグリーンというキーワードが議論の中で挙がっていたかと思うんですけれど

も、そもそも我々は緑のものを取り扱っていますので、グリーンであるよねというところ

なんですけれども。また、畑の土を一切使っていないので、そもそも土壌に対する汚染と

か介入というのが全くないという状況になっています。これは結構グローバルＧＡＰの認

証でもかなり評価をいただいているポイントで、いわゆるサスティナブルな農業技術体系

ということを組み上げていくことができるよねという、クリーンで持続可能な技術体系で

あるということがまず１つあります。先ほど申し上げたように、露地の袋栽培って野ざら

しで植物が見える状態になっていますので、実際の緑のある場所、ある耕作地、栽培区画

を増やしていくというところでの、土地緑化とも呼べるのかどうかはちょっと議論がある

と思うんですけれども、そこを実現していくというのが現実的に僕らが起こしていける現

象としてあるかなと思っています。 

 先ほどＬＥＡＰのチームのお話をしたんですけれども、基本的には、若者とそうでない

ベテランの方々が両輪で回っているというのが、僕らのチームの構造になっています。大

学院とか大学を卒業しているような本部メンバーと、ＦＣメンバーに関しては、実は農業

高校を卒業した、すごい若い未成年の子とかが、今入っていたりしていると。それを、林

委員のお言葉でありましたけれども、トランスフォーメーション層と言われるシニア、シ
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ニア一歩手前のような方々がサポーターという形で支援していただいていると、こういっ

た構造になっています。 

 もう少しちょっと具体的なケースとして申し上げると、例えば本部メンバーでいくと、

農学とか化学のバックグラウンドを持っている方に、僕らはかなりピンポイントでアプロ

ーチをしていまして、東京農工大の大学院を卒業して修士まで卒業しましたという 23歳の

男性で、修論でいくと菌根菌の研究という、土壌の微生物とかを結構がっつり研究してい

ます、こういった男性が入ってくれたりしています。額面の月額でいうとこれぐらいの給

与なんですけれども、僕らの研究開発部隊の兼務とかもしてくれたりしています。 

 その本部メンバーがサポートするＦＣメンバーとして、神奈川県に中央農業高校という

高校があるんですけれども、そこを成績優良な形で卒業した 18歳の女の子が、今、仮想Ｆ

Ｃメンバーとして活躍してくれているというところです。フランチャイズモデルと言いつ

つも、今現状のモデルとしては、額面で月額これぐらいの金額を、僕らとしてもある種ベ

ーシックインカムとして保障しながら、出来高報酬をがっつり当てるという、こういった

今、スキームにしています。キュウリのハウスを担当してくれているという形です。 

 それらの本部メンバーとＦＣメンバーをサポートしていただける、いわゆるアルバイト、

パートさんなんですけれども、某大手コンビニで秘書をずっとやっていて、51 歳の女性で、

地場の農家さんで結構パート経験があります。こういった方が、時給これぐらいの金額で、

収穫とか袋詰めとかもがっつりやっていただいているという形になっています。サポータ

ーの方は、基本的に僕ら、ハローワークで求人をしていまして、１人求人をすると、そこ

に二、三十人ぐらいアプライが来るという、そういった状況になっています。 

 僕らとしては、先ほど申し上げたように、海外のメンバーが既に在籍していますので、

基本的に発想とか実態がグローバルになっています。農業としても、データを大事にしよ

うよということを僕らの農業としては決めていますので、基本的にその考え方のバック、

よりどころとしては、サイエンス、テクノロジーになっています。それを実現していくた

めのエンジニアリングというＩＴシステムがあり、一部マスマティックな部分も出てくる

というところで、ＳＴＥＭ要素がしっかりと前提にあるような栽培の技術体系になります

ので、今後僕らの本部メンバーとかＦＣメンバーをどんどんレクチャーしていくとか、サ

ポートしていくということと、あと農業体験って今まででいうと収穫体験とか、田植えし

ようよとか、そういったレベルでしかなかったんですけれども、僕らの農業の考え方とか、

バックグラウンドにある知識みたいなことも、新しい農業体験の形として、いわゆる初等
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教育の子どもたちに対して、経験的な部分でお手伝いというか、価値を発揮することはで

きるかもしれないなと思っています。 

 僕らの栽培区画を実際に見ていただくと、大体皆さんびっくりされるんですけれども、

結構へんてこな形になっています。今までの農業ではないという形なので、それを良い言

葉で、先進的な農業の形として、僕らとしては現象を起こしつつあるということ、連続性・

対称性とか、清潔であり、先進的であるよねということですね。 

 この農業が広がっていく震源地が東京であることというのは、僕ら観点から見ても、あ

る種東京というコミュニティとしても、１つ意味のあることかもしれないなと思っていま

して、それを１つの東京というのを、新しい農業の形のショーケースにして拡散していく

というのは、戦略的にはあり得る１つの視点かなと思っています。 

 最後になりますけれども、僕らの今後の宿題としては、そもそも農地をどんどん確保し

て集約していくということが必要になりまして、特に東京都の西東京エリアというのは、

僕らのフランチャイズモデル展開のために大変に重要な戦略エリアになっています。そこ

に対しての、よりスピーディーなアクセス。例えば、神奈川県藤沢市の藤沢市役所の方々

が非常に多くの力添えがあって、僕らはスムーズに参入できたみたいな経緯がありますの

で、これを東京都の、いわゆる西東京の基礎自治体の方々とうまく連携をしていけると、

より僕らとしては現象を多く起こしていくことができるかなと思います。 

 今後、ＦＣメンバーを採用しつつも、やっぱり底をベースで支えていただけるサポータ

ーの方々シニアの入り口に立たれているような方々というのも非常に僕らとしては大事に

なっていまして、そういった方々を物理的に数を確保していくということと、弾力的に、

ちょっと今日はナスが忙しいんだけど、来週ミニトマトが忙しくなりますということも

往々にして起きてきますので、そういった弾力的なシフトの配置というかマネジメントと

いうものも、僕らとしてはまだ課題になっていきます。そこを東京の高齢化という文脈の

中で、そういった方々をどんどんプールとしてつくり上げていくということであれば、僕

らにもそこにアクセスしていけるチャンスとしては大きくあるかなと思っています。 

 最後に、より田舎というか地方に行けば行くほど、ＦＣメンバーと本部メンバーがどこ

に住むのとか、そこにコミュニティが魅力的にあるのかどうかというのも、これもまた非

常に重要なポイントになっていまして、空き家対策の議論とかも、今までの懇親会であら

れたと思うんですけれども、そこに僕らがある種ユーザーとしてどんどん入り込んでいけ

るという。それを若者を物理的に送り込んでいけるコミュニティであるというのが、僕ら
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のまた１つ特徴でもあると思いますので、そこら辺の連携というものも、今後どんどん会

話をさせていただければ、僕らとしては非常にありがたいと思います。 

 以上でございます。ありがとうございました。 

【鈴木副座長】  ありがとうございました。それでは、この時点で、質問という形で何

かございますでしょうか。 

【乗竹委員】  非常に面白かったです。ありがとうございます。グローバルＧＡＰは日

本でまだまだ進んでいないんですけれども、これからオリンピックがあって、例えば選手

村の食事とかが、結構グローバルＧＡＰを求められたりするということで、グローバルＧ

ＡＰの取得がすごく課題になっていくんだという中で、非常に先進的な取組だと思います。 

 超高齢社会のあり方懇談会ということで、70 歳とか 75 歳ぐらいの、シニア入り口とい

うよりはかなりシニアな人たちが活躍できるような仕組みというのは、何か今の段階では

ありますでしょうか。その点が質問です。ありがとうございました。 

【栗田氏】  ありがとうございます。実は既に 70歳ぐらいの方も、サポーターという形

で働いていただいています。ただ、作業の負荷がどうしても制限があるところがあるので、

作業場で座りながら袋詰めとかパック詰めをするとか、パックに対してラベルを張りつけ

ていくとか、そういったわりとルーティンではあるんですけれども、若者が作業している

隣で座りながらそういう作業をやられているという方は、既に数名いらっしゃいます。 

【乗竹委員】  ありがとうございます。 

【鈴木副座長】  関連の質問なんですけれども、この懇談会で農業という想定は、高齢

者が生き生きと老後を暮らすために、がっつり常勤でフルタイムの仕事はできないけれど

も、ある程度暇がある方なので、緑をね、土いじりとか、そういうのをやることで、もう

少し社会貢献もできるし、収入も稼げるというようなものを想定していたんですけれども、

すごいハイテクだったので、高齢者が適応できるのかなというのがちょっと疑問に思った

んですけれども、そのやっている方々は、どれぐらいの長さの仕事をして、割合葉っぱな

んかいじれるから、そういう農業の喜びなんかも感じられるのかどうか。その辺の感触が

もしありましたら。 

【栗田氏】  そうですね、当然労働基準法の範囲内という前提ではあるんですけれども、

かなり各サポーターの方々、僕ら個別でしっかりと面談させていただいていて、正直どれ

ぐらい働きたいですか、働けますかということとか、どういう作業をやりたいかどうかと

いうことを、かなり個別にカスタマイズできる状態になっています。先ほどのように、サ
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ポーターのプールを僕らとしては持っているという形になるので、その中でご要望いただ

きながら、柔軟にアサインをしていくという形で、まず考えています。 

 実態としては、朝ちょっと早目なんですけれども、７時ぐらいからお昼までで上がる方

もいらっしゃいますし、六、七時間ぐらいお昼休憩をまたいで午後までコミットされる方

もいらっしゃいます。僕らのモデルとしては、本部メンバーとかＦＣメンバーという、中

心的な一番大事なプリミティブなところを管理する方は、僕らは若いほうがいいという考

え方は持っています。ただ、そのメンバーがより自分たちがやるべき作業にフォーカスす

るためのサポートをいただく、いわゆるリソースというのも、非常にこれは大事なので、

ある種役割分担として、どちらがいい悪いということではなくて、チームとしてそこを醸

成していければ、僕らとしては非常にいいかなとは思います。 

【鈴木副座長】  なるほど。マネジメントは若い人がやって、従業員という形で高齢者

が入り込むことは幾らでも工夫ができると、こういうことですね。 

【栗田氏】  大丈夫だと思います。なので、逆にそこを高齢者の方々が、そういうモチ

ベーションが湧くように、僕らとしても魅力出しをしていくとか、若者をサポートしてい

ただくことの意義とかストーリーみたいなことも、多分今後はもっと出していかなければ

いけないのかなとは思っています。 

【中村委員】  どうもありがとうございました。興味深いご発表でした。ちょっと東京

の問題から離れるかもしれませんけれども、友人でふるさと回帰運動みたいなことをやっ

ている人がいます。「故郷に帰ろうよ」と呼び掛けるわけです。農協さんが組んでやってい

るので、農業というのがメインになっています。栗田さんのこのモデルですと、さっきお

話にありましたように藤沢でやられ、西東京が非常に大事な地域だと言われていました。

都市近郊農業というイメージなので、ふるさと回帰の人たちのイメージとはちょっと違う

なと思ったんですが、フランチャイズの場合、地方都市とか、東京から遠く離れたフラン

チャイズも可能ですか。朝採れで明治屋に並べるというのは、離れた地域では結構難しい

かなと思っていたんですが。 

【栗田氏】  ご指摘のところが一番僕らのモデルでは重要でして、結論からいうと、僕

らとしては全然できると思っています。僕らのモデルで一番重要なのは、農地を確保する

という川上と、販売先を確保するという川下、これが両立できるエリアであれば、理論的

にはできるということになります。特に地方の場合は、川下のところが問題だよねという

ことなんですけれども、僕としては全国津々浦々行脚しきれていないんですけれども、例
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えば中国地方のすごく西のほうにこの前お邪魔したときに、地場スーパーって結構地方で

もあるんですよね。地場スーパーの野菜売り場を見ると、ほとんどその県の産の野菜って

売られてないんですよね。なぜかというと、供給されていないと、シンプルに。なので、

わざわざ市場経由で遠方の、中国地方でいくと、北海道や東北からわざわざ仕入れている

という実態が、実はあったりするんです。 

 なので、地場産の野菜を供給できるなら、どんどん買いたいという地場スーパーはかな

りたくさんあるんじゃないかという仮説を僕らとしては持っていて、そこに戦略的にセー

ルスをしていくことによって、地方のフランチャイズモデルをどんどん加速させていくと

いうことは十分に可能かなという感覚を、今は持っています。 

【中村委員】  ありがとうございました。 

【鈴木副座長】  ほかにいかがですか。どうぞ。 

【堀田委員】  ありがとうございました。20ページのところで、具体的なケースで、本

部メンバー、ＦＣメンバー、サポーターと書いてくださっているんですけど、実際に今、

どんなチーム感で動いているのかなと思いまして。１つの耕作放棄地といっても、広さも

きっといろいろな感じだと思うので。ＦＣメンバーは若手として、サポーターさんがどれ

ぐらいで１チームとなってやっていらっしゃるのか。特に今、今回のこの超高齢社会とか

というときに、高齢層で実際にサポーターとして活躍していらっしゃる方があれば、どう

いうモチベーションで、ハローワークで求人して入ってこられて、そういう方々がどうい

う、さっきストーリーとおっしゃいましたけれども、どんなフィードバックがあるのかと

いうことを、ちょっとお聞きできればと思いました。 

 それの裏側でもあるんですけれども、今日はそういう関心で聞かなきゃと思っているの

でそうなんですけれども、若い人たちからすると、ＦＣメンバー、例えば 18歳とかで、下

手にというか、ご高齢で農家やっていましたみたいな方だと、やり方が今までと大分違う

んじゃないかと思うんですよね。若手がこのやり方で一緒にやろうと思っても、俺らの昔

のやり方でってならないかなと思ったりですね。若手から見たサポーターさん、高齢の方々

とともにということの喜びというのも聞かれていたら、いただけるとうれしいです。３つ

お願いします。 

【栗田氏】  ありがとうございます。まず、ボリューム感というか規模感というところ

でいくと、藤沢エリアでいけば、大体若い人たちが、今、十五、六人ぐらいでうごめいて

いる感じなんです。 



 -25- 

【堀田委員】  一緒に？ 

【栗田氏】  ほぼ一緒です。厳密には車で１分ぐらい行くみたいなところで、まだ藤沢

では農地を集約しきれていないという課題は、それはそれであるんですけれども。大体 10

ユニット前後ぐらいを１つのエリアとしてまとめて、そこにまた 10人ぐらいのサポーター

さんが張りつくという。 

【堀田委員】  15 人ぐらいのＦＣサポーターに、10 人ぐらいのサポーター。 

【栗田氏】  そういうことですね。それで繁忙期とか閑散期は、微妙に作物ごとにずれ

ているので、柔軟に 10 人のサポーターの中でシフトを配置していきながらというのが、今

の実態になっています。 

【堀田委員】  例えば、藤沢でいうと、どれぐらいの広さの。 

【栗田氏】  農地は大体１ヘクタールちょっとぐらいですね。 

【堀田委員】  が１ユニット？ 

【栗田氏】  600 平米というのが１つのユニットになるので、大体 10 ユニットちょっと

ぐらいが、今、藤沢の１つの近郊のエリアに入っているという形ですかね。 

 サポーターのモチベーションということでいうと、シンプルに時給がちょっと高目であ

るみたいな前提は置いといて、やっぱり農業をやりたいみたいな、非常に根源的なモチベ

ーションとか、あと若者がうじゃうじゃいますので、若者の近くで働いているということ

に対してのモチベーションを結構持っていただいている方はいらっしゃるかなと思います。

60歳まで、50 代の方とかということでいけば、僕らの農業の考え方に対しても、かなり興

味を持っていただいていて、市役所の農業課をちょっと早目にリタイアされた方がサポー

ターとして入っていただくみたいな実態も、実はあります。 

 ごめんなさい、最後のところに関しては。 

【堀田委員】  若者側からの、高齢のサポーターと一緒に…。 

【栗田氏】  そうですね。高齢のサポーターの方でいくと、やっぱり大人の方って結構

立てるというか、僕らが大事にしていることというのを、明確に面談とか面接のときにし

っかりご説明をして、そこを握れるかどうかというのを非常に採用のポイントとしては重

要視しているので、それが違和感があるということであれば、それは別々の価値観なので、

そこはそういう問題ですよねという形で、まずそこは厳密に僕らとしてはご説明をさせて

いただいています。 

【堀田委員】  ありがとうございます。 
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【鈴木副座長】  ありがとうございました。 

 それでは、次に、社会福祉法人福祉楽団理事長の飯田様からご発表をお願いいたします。 

【飯田氏】  皆様、どうもお疲れさまです。飯田と申します。結構気楽な感じで来ちゃ

ったんですけど、結構ガチな会議だなと思って、結構おびえておりまして。しかもコーヒ

ーが出てくる会議ってなかなかレアだなと思いながら感動して、またお二人の発表を聞い

て、かなり圧倒されておりまして、私の続きをもってやりますので。 

 １枚だけ資料、Ａ４のメモをつけさせていただきました。福祉楽団という社会福祉法人

をやっていますが、千葉と埼玉で事業をやっていて、東京にも小さいお店があったりする

んですけれども、主に事業は千葉と埼玉でやっています。私の話は、時間どおり終わる、

20分ぴったりで終わりますので任せてください。 

 一応法人の使命は、「ケアを考え“くらし”を良くし 福祉を変える」ということでやっ

ていまして、ちゃんと科学的な視点を持って暮らしをよくして、これは話すと長くなるの

であれなんですけれども、現場に立法事実があるので、そこからきちんと発信をして、そ

れで福祉の制度とか概念とかを変えていこうという、そういう活動をしております。 

 一番うちの主力のというか、事業構成としては、介護保険の事業が一番、障害、子ども

ももちろんやっていますけれども、介護保険の事業が一番構成としては多いんですけれど

も、ターミナルケア。大体うちの施設で、最後看取りが月に５件ぐらいあると思いますが、

結構このときが一番達成感があって、みんな笑顔で。この人の場合はひとり暮らしで身寄

りがいなくて、この遺骨を最後にここで預かってもらうという感じだったんですよね。こ

の後、この家は空き家になり、この人の家の畑は空きみたいなことになるので、そこまで

考えていくのは結構テーマだなと思いながら、日々やっております。 

 うちの事業を幾つか紹介させていただくということで、今日来ています。うちの事業の

中の１つに、恋する豚研究所というのをやっていまして、またちょっとふざけた名前で恐

縮なんですけれども。豚も恋すればおいしくなるのかなと思って、そんな感じでちょっと

名付けちゃいました。これは何かといいますと、うち、農場からやっていまして、農家な

んですね。農場からやっていまして、もともと養豚は 70 年ぐらいやっています。母豚、お

母さん豚からずっと子育てまでやって、最後食べちゃうんですけれどもね。7,000 頭いま

す。この恋する豚研究所は、加工と販売をやるという。農場はまた別会社になっています

けれども。農場の特徴は、エサからつくっているというのはあれなんですけれどもね。 

 これ、皆さん今日、お昼にサンドイッチ食べる方もいると思いますけれども、東京近郊
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には、今日メディアの人とか、録音されているからあれなんですけれども、某大きなコン

ビニのサンドイッチの工場がたくさんあるんですけれども、そこから大量の食パンの耳と

かビスケットとか、コーンフレークとか、いっぱい出ます。おいしいんですね。これを粉

砕して、栄養評価をして、これを混ぜて、こういう機械に入れるんですけれども、ちょっ

と熱を加えるんですけれども、今日ぐらいの気温だとあまり熱を加えなくてもいいんです

けれども、乳酸菌、枯草菌、こうじ菌を加えてうまく発酵させて、それでプロバイオティ

クスですね。小腸の中の腸内フローラをよくして、それで細胞性免疫を活性化させるとい

うようなことで、健康な豚を育てるということでやっています。大体 40 日ぐらいの子豚で

すけれども、こういうような感じで育てています。 

 子豚、かわいいんですね。かわいいんだけど、これをしゃぶしゃぶにする。農家は大体

自分でつくったものを、自分でうまいんだと言うんですけど、やっぱり先ほど分析してみ

たみたいな話がありましたけど、うちもこれは主観的においしいということじゃなくて、

脂の成分で、グルタミン酸とかオレイン酸とか、そういった不飽和脂肪酸がどれぐらい入

っているかとか、そういうようなことで分析した上で、他社と比べてどうかと。ライバル

はＴＯＫＹＯ－Ｘなんですけどね。頑張るぞといってやっているんですけど。そんな感じ

でやっています。 

 それをハムとかソーセージに加工したりとかして。スライスしたり、加工したり、ラベ

ル張ったり、またさっきのしゃぶしゃぶで提供したり、そういうところに障害者の雇用と

か、そういうのをやっています。これは制度的にいうと、総合支援法の就労継続Ａ型とい

うところになります。障害者作業所、Ｂ型が今、１万 4,000 円ぐらいですか、平均工賃が。

Ａ型が６万何ぼだったと思いますけれども、うちの場合は大体平均だと８万円ぐらいの工

賃。工賃というか給料ですね。10 万円以上払っている人が三、四人いますというような感

じです。 

 成田空港の近くでこういった建物をやっていまして、１階が工場になっていまして、２階

が食堂とオフィスになっています。１階は精肉をスライスしたりとか、こういうことをや

っていまして、知的、精神、身体、いろいろな障害をお持ちの方が、今 30 名ぐらい働いて

います。２階の食堂がこんな感じになっていまして、大体 46 席ありまして、さっきのしゃ

ぶしゃぶ定食が 1,280 円で食べられるんですけれども、大体今、年間９万人のお客さんが

ここに来て、週末来ると、皆さん２時間待ってさっきのしゃぶしゃぶを食べるという、大

変恐縮な事態が発生しておりますが。面白いのは、９万人の方が、ここが福祉施設だと思
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って来ている人は誰もいなくて、みんながしゃぶしゃぶうまいといって来ているという。

下が恋する豚研究所で、インスタでいっぱい上げてくれるみたいな、これは非常にうれし

いなと思っています。そこにたまたま障害者が。 

 ここでデザインとかそういうのが大事だなということで、こういうのがきちんとデザイ

ナーを入れると。そのときにうちの商品をつくって売っていくときのペルソナというのは、

東急東横線、自由が丘とか、田園都市線とか、ニコタマとかに住んでいる 30 代、40 代の

独身の女性で、そのまま都庁あたりに通ってきちゃうみたいな、そういう人がいたらとい

うことで、開発とかデザインとかをやっています。お近くのプレッセ東急さん、それから

紀伊国屋さん、明治屋さん、高島屋等でお買い求めいただけますので、ぜひ買ってくださ

い。こういうデザインというのは非常に大事だなということでやっています。 

 これに関連する事業として、今、農林福ですね、農業、林業、福祉による地域再生事業

ということで、恋豚の隣に栗源第一薪炭供給所というのを、今つくっています。コードネ

ーム１Ｋということでやっていますけれどもね。第一で栗源なので１Ｋということでやっ

ています。東京都の４割が森林ですので、東京都の面積。これは可能性あるなと思ってい

ます。農業、林業やるので、いわゆる働き場というか作業場というか、そういうのがない

といろいろ困るので、トラクターとかも。今、３月にこういうのを建てまして、今稼働し

始めました。ここは一部就労Ｂも交えてやっています。 

 その隣にスイートポテト屋をつくっちゃったんですね。豚肉を食べた後は、もう 1,000

円使ってもらうためにはスイートポテトだろうということでやっていましてね。だって

９万人来て客単価 1,000 円だと、年間 9,000 万売っているんですから、もう 1,000 円買っ

ていってもらえば 9,000 万の売り上げになるので、これはえらいことだなと思って、もう

1,000 円どうしても売ろうということで。このスイートポテトがまた大好評でして、ちな

みに香取市というのはサツマイモの産地でしてね、それを使って。今、自分たちで７反歩、

70アール畑を借りてやっています。農業の方がいるかわからないですけれども、社会福祉

法人も農地法の３条申請という、農地を借りられるようになっていますが、まだまだ地元

の農業委員会が知らないケースとかがあって、実績がないということで借りられないとい

うこともあるので、今回面倒くさいので、自分たちで農地所有適格法人という、昔でいう

農業生産法人をつくって、それでやりました。だから、今月の４月４日に農地所有適格法

人をつくりまして、今ちゃんとやり始めていまして、３年以内に５ヘクタールまで面積畑

作をやりたいと思っています。全部サツマイモをやる予定です。こんなスイートポテトね、
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おいしいんですよ、これ。 

 農業の現状も、先ほどいろいろあったのであれですけれども、農業センサス 65.7歳とい

う平均なので、やっぱり畑の実態を見ると、それよりも高い年齢の方がやっているのもあ

って、今、イモなんていうのは重いので、みんな初っ端やめるという作物ですね。 

 林業。山も荒れている問題がありまして、東京都なんかですと結構皆伐型といって、林

野庁が推奨している、50 年のスギ、サワラ、ヒノキみたいな皆伐しちゃって、１回裸にし

て、またそこに植樹するみたいな、そういう林業のやり方を結構やっているところがまだ

ありますが、そういう大規模な林業じゃなくて小規模な林業。自伐型と書いてありますけ

れども、自伐型の林業をやっていこうと。これは初期投資が低く始められるということで、

大体 500 万あれば始められるので、こういうのをちゃんとやっていこうということでやっ

ています。３トンのユンボと軽トラがあれば始められるということですね。 

 これが自伐の山なんですけれども、細い道、軽トラが１台通れる道を山の中につくって

いって、この道をつくるのに３トンのユンボが必要ということですね。間伐したものを搬

出するのに軽トラが必要とかあるんですけれども、こうやって残した木については太らせ

る。その木は 100年後にとればいいので、まあ、俺が死んだ後ですよね。その後に収穫で

きる。そういうような持続可能な林業というものをやっていこうというふうに思っていま

す。こういうような３トンのユンボでやっていくということですね。これ、買っちゃった

んですね、ヤンマーの新車。320 万するんですね。320 万って、あらあらと思うかもしれな

いですけれども、普通デイサービスにある車椅子乗れるハイエース、あれ 450 万しますの

で、それよりはるかに安いので、一社会福祉法人一ユンボという運動を、今ちょっと展開

しようと思って、福祉関係部局に、今これ、一生懸命頑張って訴えているところです。国

土の７割が山という国なので、これは全国どこに行っても可能性があると。 

 間伐材を、これぐらいの薪にすればいいんですね。この薪を何に使うかというと、お湯

を沸かすということです。うちで、こういうふうに入れた薪ボイラーなんです。ここでお

湯を、さっきの薪を入れて、ここにお湯をためて、このお湯を施設の中を循環させて熱源、

給湯でもいいし、暖房でもいいし、そういうふうに使えます。こうやってそのまま燃やせ

るということです。 

 これ、何が面白いかって、要は少しでも、車で 30分のところに山があるんだったら、そ

れを使えば、ちょっとでも東京電力とか東京ガスの、株主のところで言うのもおこがまし

いですけど、ちょっとでも消費が下げられて、少しでも自給自足ができるんじゃないかと。
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全部じゃなくていいんです。ちょっとでもそういうのがあればいいかなと思ってやってい

ます。 

 こういう地域内の燃料循環というのをいかにつくれるか。燃料循環イコールお金が動き

ますから、地域内の小さな経済循環をつくるということにもなる。これを誰にでもできる

仕事にしなくちゃいけないので、どういう作業があるかというのをひたすら作業分解する

わけです。こういう道具をそろえ、こういう作業がありということで、作業分解をしてい

って、四角で囲ったところか要は認知症の人とか、障害のある人でもできる作業だろうと

いうことで仮定しています。これはアジャイルでやっていますので、どんどんどんどんブ

ラッシュアップしていきます。常に変えていきます。その四角で囲った作業ごとに、さら

に細かいマニュアルをつくっていきます。絵と文字とでやります。こうすると、知的障害

があっても、認知症でも、この程度できるよね、ここはできるよねみたいな、そういうよ

うな作業の墨出しができるというような形になります。こういうものが今、精肉の加工と

か、ハムとか、いろいろなものも含めて、今うち全体で 60 ぐらいのマニュアルがあります。

本当は写真を入れていくんですけれども、今、チェーンソーをスチールのものを使うか、

共立のものを使うか試しでやっているので、ちょっと絵なんですけれどもね、そういうよ

うなことです。 

 外国に行けば、薪を使うというのは普通に文化としてあるので、要は世田谷とか杉並で

薪なんか使う必要はないですけど、立川ぐらいまで行ったら可能性ありますよねというこ

となんです、要は。そういうことをリアルに考えていかないといけなくて、そんな感じで

すということですね。ちょっとでも使いましょうよと。 

 全国必ずどこに行ってもあるのが特養、デイサービス、これはどこにでもあります。な

ので、そこの１台を、給湯を薪にしてくれれば、そこで障害者とか認知症の人が山に入り、

薪を取り、地域内の経済循環ができるんじゃないかということです。オランダとかヨーロ

ッパとかアメリカとか行ったら当たり前ですよみたいな、そんな話ですね。 

 全然話違っちゃいますね。埼玉県の吉川、埼玉県、ＵＲの団地です。ＵＲの団地、空き

店舗がすごく多くなっちゃっていて、シャッター１個借りて、訪問介護を始めようという

ことで始めた事例です。 

 ご多分にもれず、これもまた全国共通の問題なんですけれども、この特徴は、訪問介護、

縁側みたいなのをつくって、誰でも近寄ってこれるような、そういう場所をつくろうとい

うことでね。よくコンビニが撤退した後、スモークガラスになっちゃって、訪問介護みた
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いに書いてあるところありますけれども、ああいうものをつくりたくないなと思って、そ

れにある種批判的な態度で、こういうものをちょっとつくってみましたということです。 

 テーブル広場と書いてあるところにキッチンがありまして、それで内装はこんな感じの

ベニヤを張っただけなので四、五百万しかかけず、安く仕上げたという感じなんですけど。

そうしたら、子どもたちが集まるようになり、おばちゃんたちが料理教室やらせてくれと

いって勝手に使うようになり、そうやっているうちに、うち、ケアマネが１人ここで事務

をやっていたんですけれども、そうしたら土曜日の昼間に子どもが 100 円玉を持ってきて、

これで昼飯食えと親に言われたということで。だから、そのケアマネは結構ショックを受

けて、その次の会議で上げてきて、炊飯ジャーと味噌汁の鍋買っていいかみたいなことを

言ってきたので、じゃあそれやればみたいな話になって。このおばちゃんたちとつながっ

たら、それ、私たちやりたかったのよみたいな話になって、このおばちゃんたちが、今で

いう子ども食堂みたいな。うちの場合は子ども食堂というよりはみんなの食堂みたいにな

っているんですけれども、そういうのが始まるようになって、夕方３時ぐらいになるとお

ばちゃんたちが集まって、こうやって食事の準備をしてくれて、全部これは貰い物で運営

しています。 

 何が衝撃かというと、ここに行くと、国会議員の人とかも、そこらの役所の人とかもみ

んな飯食わされるんですけど、ここで食べる飯が特養のご飯よりうまいというのが一番の

ショックでですね。これは経営者としては、ちょっと見直しをしなくちゃいけないとは思

っているんですが、そういう感じですね。それで子どもたちが本当に集まってきて、多い

日は１日 60 人来ます。子どもだけじゃなくて、認知症のお年寄り、それからシングルマザ

ー、エスニック、いろいろな人たちがここに集まってご飯を食べに来る。今、ちょうど４月

から新しい介護保険の事業計画が始まっていると思いますけれども、やっぱり問題は孤食

ですよね。１人でご飯を食べている人が圧倒的に多い。やっぱり単純に貧乏な家で食事が

どうみたいなことも大事なんですけれども、誰かと会って食事をするというのは、やっぱ

りすごく大事なんじゃないかなということは単純に思うということですね。 

 あと、認知症の人が、うちのデイサービスじゃないですけど、近所のデイサービスに行

って、その職員がここに送ってくるんですね。ただいまって言って、来ましたって。ここ

でご飯を食べて、うちの職員が自宅まで送り届けるという。うちはどこから介護報酬もら

っているんだっけみたいな、そんな事態も発生するわけですけれども、そういうのは面白

いなと思いながら見ています。もらい物によって、子どもたちがいっぱい集まってきて、
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近所のじっちゃんらが、こういうのをつくりましたみたいな感じで発表会をやり、隣のシ

ャッターの前まで占拠し始めみたいなことになったら、何と市が隣のシャッター、今まで

見向きもしなかったシャッターに、子育て支援センターを持ってきたんですね。だから、

人がこれだけ集まるようになったら、それだけ変わってきたということなんです。これは

非常に面白いことだなと思って。隣のシャッターは、今、埋まったんです。 

 うちとしては、やっている事業って訪問介護だけなんですよ。訪問介護だけで、これだ

け要はソーシャルインパクトみたいなものを与えられるというのは、すごく可能性がある

なと思って、感じていますということです。 

 あともうひとつぐらい話せればと思ったんですけれども、今、ｎｅｏ量産型高齢者集合

住宅＋１ということで、簡単に言うと、世田谷とか杉並とか、すごい勢いで高齢者が増え

ていくわけですけれども、そういう人たちの代替の住まいとして、東京といっても東京圏、

要は武蔵野線沿線ぐらいまでのエリアで仮定して、何かそれで住みかえのところを解決で

きないかといって、それでこういうのを新しく建てちゃうと、また空き家の問題が出てく

るんですけれども、空き家の問題を解決するのは新築規制するしかないと思うんですけれ

ども。なかなか中古の改修とか、新築以上に場合によってはお金がかかっちゃうことがあ

るので、我々事業者としては１つの解決方法としてこういうのをやっているわけですけれ

ども。 

 これはどういうことかいうと、武蔵野圏沿線ですね。こんなの釈迦に説法なので言う必

要はないですけど、人口動態とか云々かんぬんあるんです。やっぱり増えていくので、誰

に対して供給するかというと、やっぱり厚生年金受給者層に対して十分なニーズを満たす

ような住まいがないんじゃないかということで、何となくサミットとかで買い物して、プ

リウス乗ってて、ＮＨＫと朝日新聞やってて、パソコンはＮＥＣ使っていますみたいな、

そういうお年寄りいるじゃないですか。そういう人に対して、ちゃんと住宅を供給しよう

ということです。その息子たちは、ディーン＆デルーカ行って、無印良品行って、それで

タイムズカーシェア使ってますみたいな息子たちがいるので、そういう人たちに向かって、

新しい住宅のあり方というものを提供するということを、今考えています。 

 どういうものかというと、字が細かくて見えにくいんですけれども、＋１というのは、

要は社会福祉法人がやりますから、そこに何らかの社会的な機能、地域との接点みたいな

ものを持ち寄りたいです。なので、地域とつながるために、さっきのスイートポテト屋み

たいなものとか、恋する豚を使ったコロッケ屋さんとか、そういったものをつくるとか。
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そこで高齢者も就労してもらうみたいなことを考えたりとか、そういったことを今、考え

ていて、今年度柏にまず第１棟やってみて、そこでパイロットやって、３年以内に５棟と

いうことで、今計画のほうを進めているというようなことです。 

 全体を通したうちのアクションの基本的な考え方なんですけれども、クリエイターとま

ず協働するということを大事にしています。単純に言うと、おしゃれな空間でおいしいも

のを提供する。それで人が集まるみたいなことがあると思いますので、きちんとクリエイ

ターとつながる。新しい社会の、地域の中のつながりをつくるということで、そのつなが

りが従来のボンディングみたいな、結着型のそういったつながりじゃなくて、ブリッジン

グされるような、そういったようなつながりをつくるということを意識しています。それ

から、概念を先につくらないということで、さっきの恋豚の例にあるように、これは障害

者の就労施設ですみたいなこととか、さっきの吉川の団地の例なんかも、ここは訪問介護

事業所ですとか、どこにも書いてないので。なので、そこに来た人たちが、その目的に応

じて柔軟に使えるような空間であったり、居場所であったり、そういったものをつくれれ

ばいいかなというふうに考えてやっています。 

 何となく以上です。お疲れさまです。 

【鈴木副座長】  ありがとうございました。最後のほうで思い出したんですが、社会福

祉法人だったんですね。 

【飯田氏】  そうなんですよ。 

【鈴木副座長】  本当ですね。じゃ、何かご質問がありましたら、いかがでございまし

ょうか。 

【林委員】  実は以前からいろいろなところで接点がありまして、恋する豚研究所って、

成瀬・猪熊さんたちが設計していらっしゃいませんでしたっけ、しゃぶしゃぶとか。 

【飯田氏】  アトリエ・ワンという。成瀬・猪熊さんじゃなくて、アトリエ・ワンとい

う設計事務所でやっています。 

【林委員】  ああ、ほんとに。じゃあ成瀬・猪熊、一緒にやっていたのかな。 

【飯田氏】  成瀬さんたちが書いた本に出ていると思います。 

【林委員】  ああ、出ているのか、なるほど。何かそんなことで昔から聞いていて。し

かも私自身も林業をやっているので、いろいろなところで面白いなと思いました。 

 アクションの基本的な考え方、最後にさらっとおっしゃったことで２つ質問があって、

１つが、クリエイターと協働するということと、概念を先につくらないというところが非
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常にユニークだなと思ったんですが、改めて、なぜクリエイターと、こういった国の会議

なんかで、クリエイターと一緒に仕事をしていったほうがいいよねって、あんまり聞くこ

とがない言葉なので、改めて。私自身は心からそう思って、なのでいつでも私たちもクリ

エイターと仕事をしているんですけれども、飯田さんの言葉だと、なぜクリエイターと一

緒にやろうというふうに提案するのかなということと、もう一つの、概念を先につくらな

いというのが、一方で、先にプレゼンテーションしてくださったお二人もそうだったんで

すけれども、何のためにやるのかみたいな、ビジョンが重要だよねって。やっぱりそこが

ぶれちゃうとという言葉はよく聞くんですけれども、一見それに発するような言葉にも聞

こえる中で、あえて概念を先につくらないと言っているところも、もうちょっと深く教え

ていただけたらうれしいなと思いました。 

【飯田氏】  クリエイターとやる理由というのは、要は我々自身が我々の潜在的な価値

みたいなものに気づいていないことが多いと思うんですね。それを外部のそういったいわ

ゆるクリエイターに入ってもらうことで、それを違う形で表現してくれたり、伝える手段

とか、違う言葉に置き換えてくれたり。そういう作業がやっぱり極めて大事だと思ってい

て、それって要は我々、私の仕事の中心軸はケアなので。ケアってやっぱり無形なもので

すので、さらにそれがやっぱり重要になると思っていて。なので、表現の仕方で、価値み

たいなものが変わってしまうと思っています。 

 ここでもう一つ重要なのは、東京のクリエイターとつながるということがやっぱり大事

だと思っていて。やっぱり千葉にはクリエイターがいないんですよ。これは北海道でこの

間言ったら怒られちゃって。北海道に行って、皆さんニューヨークか東京かロンドンのク

リエイターを使わなきゃだめですよと言ったら、私、写真やっています、だめなんでしょ

うかと言われたことがありましたが。やっぱり都市で多様性があって、この中でクリエテ

ィビティというのは育まれ、より高まっていくものなので、やっぱり東京のクリエイター

を使うということに、私は意味があると思っていて、そういうものは常に意識してやって

いますということです。なので、意味の変換、価値の変換というのが期待しているところ。 

 あと、概念については、やっぱりこれは行政の方はお金がないのは重々私どもも承知し

ていますから、その概念別に施設整備するなんていうのは到底無理な話で。なので、図書

館つくります、何とかです、何とかですみたいな。そういうことじゃなくて、やっぱりそ

れはもうちょっと柔軟に、最初にあまり概念づけされないような空間みたいなものがあっ

てもいいんじゃないかということで、我々も１つの地域社会資源としては、そういうもの
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を意識しているという意味で、もっと多様に使われていいんじゃないかということです。 

【林委員】  なるほど。そういう意味では、ビジョンを最初から決めきらないというよ

りは、１つの役割を、これだけという１個の役割で固定しちゃって、逆にほかの可能性を

持てなくするとか、想像もつかなくしないで、１つの場所が高齢者のためだったりするけ

ど、さっきおっしゃったように、子どものためにもなって、要はもっといろいろな多層的

な価値を生み出す可能性があることを限定するような仕組みで取り組むなというような話

なんですかね。 

【飯田氏】  そうかもしれないですけど、我々はあくまでもケアとか福祉みたいな視点

から入っていますので、地域の中で理不尽な思いで、つらい思いをしないということです

ね。つらい思いをしている人を１人でもなくすということを、やっぱり意識してやってい

るので。それが対象者の子どもであろうが障害者であろうが、それは法律は分かれていま

すが、現場は別に分かれてませんから、そこでいかに現場でそれが統合できるかというこ

とは、意識はしています。 

【林委員】  もう１個だけ聞いてもいいですか。ちなみに団地の中で、ケアオフィスを

つくった地域ケアよしかわの例は、前回我々が話していた、まちの中の１階を開放して、

いろいろな人たちが交流場所にしていくと変わっていくんじゃないかということにも、す

ごくつながる具体的な例かなと思っているんですけれども。そういったものを東京中に、

あるいはまさに都市部が孤食で１つの部屋の中でやると、コストも上がるし、つながりも

できなくなるし、いろんな意味で悪いことしかないと思っていて、そこをいろんな形でつ

なげていくこういう仕組みが、都市部に無尽蔵に広がるような展開って可能だと思います

か。 

【飯田氏】  すごい難しいような気がしていて、その理由は、空間とか活動があっても、

やっぱりね、人に帰属するんですよね。そこの場にどういう人がいるかみたいな。だから、

同時に、そのフレームとか器はもちろん大事なんですけれども、それと同時に、やっぱり

そこにどういう人がいるかとか、どういう人が活動を展開していくかという、ある種定量

化できないというか、要素分解できないそれがあるので、その部分にちゃんと向き合わな

いと、これをパッケージ化して、これから都営住宅の１階はこうしますみたいなことをや

っても、多分うまくいかない。 

【林委員】  なるほど。 

【鈴木副座長】  なるほど。じゃあどうすればいいんだろうか。 
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【林委員】  例えばですけど、飯田さんのところに、じゃあ東京都内でそういうことを

わかって広げていくような仲間を広げていきながら、例えば５年間で 50 カ所というような

形で、思いを共有しながら、それぞれの場所の課題、それぞれの地域の住んでいる人、提

供しなきゃいけないものも変わってくると思うんですよね。そんなものは、逆に概念を先

につくり過ぎずに、ただ果たそうとする役割とか心の部分は、ある程度共有されて。それ

こそ山田さんが言っていた基本ルールみたいなところだけは共有しながらみたいな形で、

少しずつ広げていくことが、例えば可能だと思いますか。 

【飯田氏】  じゃあどういうすればいいんだろうかという意見も同時にあったので、そ

こで逆に考えるとすると、結構地域に、これは団地でやった１つのモデルなので。だけど、

例えば銭湯でも、銭湯の跡継ぎがすごい面白いことをやっている人も中にはいれば、コン

ビニの店長ですごいことをやっている若者もいれば、株式会社とか何も関係なくやっぱり

いるんですよ。そういう人たちを支援する仕組みというものが、僕は必要だと思っていて。

外形的なそれをパッケージ化するんじゃないんじゃないかなというふうには思ったりしま

す。 

【鈴木副座長】  なるほど。もうほとんどお時間がなくなっちゃったんですけれども。 

【林委員】  ごめんなさい。 

【鈴木副座長】  いえいえ、とんでもないです。最後に、行政の懇談会ということです

ので、皆様方のご活動で、今後いろいろまた広げていくに当たって、行政としてこういう

支援とか、こういうことをやってくれたらもっとやりやすいんじゃないかとか、あるいは、

主に規制が多分たくさんあると思うんですけれども、既存のルールでできないことがある

ので、こういう規制は変えてもらわないと、なかなか展開が難しいですというような、も

し行政に対するご提言というのがありましたらお願いしたいんですけれども。飯田さんの

ほうが、もうほとんどお時間なくて出なきゃいけないということなので、飯田さんのほう

から、まず一言いただいてから、順番にお願いしたいと思います。 

【飯田氏】  ありがとうございます。別に僕、そんなにあまり期待していないと言った

ら怒られちゃうけど、期待しています。期待しているんですけど、僕はやっぱりそんなに

行政が新しいイノベーションを起こそうみたいな、そんなことは別に考える必要は全くな

いと思っていて。本当に僕は行政に期待するのは、やっぱり生存権の保障じゃないか。ち

ゃんと地域で人が死なないようにするということを、本当に意識してもらって。そのため

の活動というものを、直接的にやらなきゃいけない部分もあるとは思いますけど、そうい
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うものを側面的に支援するみたいな形で、何かあまり行政が先頭に立ってうまくいくよう

な気はしていないので。ちょっと明確な何か答えにはなりませんが、はい。頑張りましょ

う。 

【鈴木副座長】  １つ、社会福祉法人というのが今回、非常に面白かったんですけれど

も、社会福祉法人でもここまでいろいろな展開をするんだというのが面白かったんですけ

れども。例えば、社会福祉法人というカテゴリーでやりにくかったこととかというのはあ

りますか。 

【飯田氏】  常に行政と喧嘩するので、私、千葉県庁に呼ばれたことがないという。全

国いろいろなところに行くんですけれども、千葉県庁だけには呼ばれたことがないので。

なので、そういうのはあります。 

【鈴木副座長】  ありがとうございます。じゃ、栗田さん、よろしいでしょうか。 

【栗田氏】  僕らも一ベンチャー企業なので、行政にある種どれだけ依存せずにシステ

ム化していけるかというところが大前提としてあるというのはある中で、農業って本当に

法制度から含めて非常に自治体とのコミュニケーションが必要になるので、言ってしまえ

ば農業委員会とか、農業水産課というところとの、僕らは対面でやることがあるんですけ

ど。やっぱり農地を、僕らの視点からいくと押さえて行くということが、フランチャイズ

モデルとして始まりになるので、そこをどれだけスムーズにやっていけるのかというとこ

ろは、現状の法制度の中でもいろいろお力添えをいただける部分は、まずいっぱいあるか

なというのを、物理的に地権者さんをご紹介いただくとか、そういうところかも含めてあ

るかなということが１つ。 

 法制度のところまで突っ込んでいくとすれば、やっぱり利用権の設定という形で賃貸を

行うんですけれども、その利用権の設定をする実質的な意志決定者というのは、まだ地権

者さんに帰属しているんですよね。要は地権者さんがだめと言ったら、農業委員会が斡旋

したとしてもＮＧになっちゃうということがあるので。所有と利用というものの権利とか、

設定の概念をかなり切り離した上で、利用に関しては、もっと柔軟に、スピーディーにや

っていくというのが、ストラクチャーとしては絶対必要かなとは思います。 

【鈴木副座長】  なるほどね。お話を聞いたときに、ちょっと私が疑問に思ったのは、

農地である必要があるのかなという。 

【栗田氏】  ああ、特にないです。 

【鈴木副座長】  ねぇ。だから、下、別にコンクリ打っているわけじゃないけど、使っ
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ていないわけですよね。だから、例えば都市型ということであれば、ビルの屋上とか、あ

るいはニュータウンか何かを建てかえるときに空地ができますよね、代替用地というのか

な。そんなところでも多分できて、そのほうが人は集めやすいんじゃないかと思うので、

そういうような展開というのはできるんですね。 

【栗田氏】  そうです。ただ、リソースとしての再現可能性という部分とコストの部分

と大きく２つありまして、農地がどんどん余っていきますよね。農地の賃料って、事業用

地から比べたら、ゼロが２つ少ないぐらい安いんですよね。なので、農地を使わない理由

が、逆に僕ら目線からいくとないので、そこに対するより柔軟なアクセスということのほ

うが、多分課題解決は早いのかなという気はしています。 

【鈴木副座長】  なるほど。わかりました。ありがとうございます。 

 じゃ、山田様、お願いします。 

【山田氏】  うちはやはり免許の課題がありまして、どうしても日本ではきちんと 18

歳時点で教職課程を経て、それで卒業した方が教員になられるというコースがしっかりで

きています。しかもそのおかげで教員の質の担保というのは本当に日本、それから東京都

におられる先生を見ましてもあると思います。ですから全国の先生を Teach For Japan の

先生にしたいと、私たちは全然思っていませんで、だけれども、こういうオルタナティブ

がいることで、何らか先生方が示唆を得たりというようなことはあるなというふうに、今

まで活動していて感じておるところもありましす。ぜひ東京も、本当に 0.何％とか、0.0

何％とかでも構わず、例えば３年間の臨時免許を付与して、こういった先生を活用いただ

くというのも、自治体のほうで考えていただけると、すごくありがたいなというふうに思

っております。よろしくお願いします。 

【鈴木副座長】  ありがとうございました。 

 最後に何かありますかね。じゃ、黒川先生のほうから。 

【黒川座長】  今日もいろいろ若い人たちが、それぞれのイシューを感じ取っていろい

ろ活動しているので、こういうことは行政としてはすごく参考になる、というのが一番で

す。前回もそうですけれども、それをぜひ広がるようなことを、それぞれ考えていただき

たい、どこがブロックなのか、あるいはそういう意識が薄いこともあるかもしれない、ぜ

ひ対応を考える。今度オリンピックを迎えるし、来年はＧ20 をやりますし、いろんな意味

で日本は世界中の注目を集めていく数年です。ぜひこのような活動も、世界的な発信がで

きればいいなと思っています。 
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 都知事にしても私たちにしても、何かそういうことが起こり出すと、東京が変わると日

本が変わるという話もかなりあると思うので、ぜひそういう視点で考えていただけるとう

れしいと思います。鈴木先生、ありがとうございました。 

【鈴木副座長】  ありがとうございました。皆様、大変ありがとうございました。 

 それでは、最後に、事務局から連絡事項をお願いいたします。 

【森田計画担当課長】  事務局からご連絡をいたします。今日は、どうもありがとうご

ざいました。 

 本日の議事録につきましては、後ほど皆様に展開させていただいて、確認をさせていた

だきたいと思います。 

 机上に配付いたしました冊子につきましては、プラン等そのままお残しいただければと

思います。そのほかの今日の配付資料につきましてはお持ち帰りいただいて結構でござい

ますので、もし郵送を希望される方がおられましたら、お話をいただければと思います。 

 以上でございます。本日は、誠にありがとうございました。 

 

―― 了 ―― 


